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営業DXによる案件の可視化改革

DX Case Study

年商500億の商社では、CRM/SFAの運用定義が曖昧で、営業会議に依存した対面報告が多発し、

残業過多やハラスメントの温床となっていました。

そこで営業DX専門家は営業プロセスの標準化に着手。システムは変えず、案件定義、必須入力、

次回アクション登録、失注フォローなどの運用ルールを再設計し、教育を徹底して全社統一しました。

さらに未活用だったアラート機能を活用し、活きた情報を取得できるようになると、案件進捗と確度が可視化。

営業会議は報告中心から打ち手議論へと変化し、属人的営業から再現性あるマネジメントへ転換しました。

無駄な営業会議

は削減

売上UPコミュニケーション

の標準化

課題

支援

改善
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DX Case Study

データ連携性が

飛躍的に向上

課題

支援

改善

生産 販売

物流

会計

債権債務

老朽化をきっかけに業務改善とシステム化

年商300億円規模のアパレル企業では、生産管理・販売管理をAS/400で運用していたものの老朽化が進行。

業界特有の多品種管理に対応しきれずExcelが乱立し、在庫・原価・受発注の整合が取れず、数値のズレと

原因不明の非効率が常態化していました。

そこで生産・販売管理専門家はAS-IS分析により業務とデータの流れを可視化し、分断されたプロセスを再設計。

サイズ・カラー別やシーズン在庫を前提としたTO-BE業務を定義し、RFPを通じたベンダ選定を実施しました。

新システム稼働後は、生産・販売・在庫・原価が一気通貫で連携し、リアルタイムでの把握が可能に。

過剰在庫や欠品の要因も可視化され、需給調整と業務効率が向上しました。効果創出まで伴走支援を

継続したことで、経営判断のスピードと精度が改善し、システム刷新は経営改革へとつながりました。

データの流れが可視化

リアルタイムでの把握が可能に
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DX Case Study

新システムの導入を、お客様の立場でサポート

社内調査・分析

RFP作成

（要件定義書）

業者選定

システム構築

運用開始

「日常業務を行いながら」は大変です。

プロジェクトマネジメントの資格者が、最後まで最適な導入を伴走支援します。

課題

支援

改善

新システムの導入を、お客様の立場でサポート 全社のシステムが老朽化、しかし日常業務で手一杯で、

手が付けられない。自社のPMも経験不足、誰か助けて！という状態でした。

中立・公正なIT専門家がPMOとして参画し、「現状」と「あるべき姿」を整理。社内調査・分析から、

RFP作成、ベンダ選定、導入計画策定まで一貫して支援し、実行フェーズでも伴走しました。

日常業務への影響を最小限に抑えながらプロジェクトを推進し、新システムへスムーズに移行。

現場負担を抑えつつ、確実な刷新を実現しました。
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DX Case Study

課題

支援

改善

1事業部を、2事業部制に分割する検討

その企業では、2つの主力サービスを1事業部で運営していましたが、提供方法や顧客層が大きく異なるにも

関わらず、会議資料や営業評価を共通化しており、ムリ・ムダ・不満が発生していました。事業部分割案も

検討されましたが、間接業務の増加やコスト上昇といった懸念もあり、判断が難しい状況でした。

経営のプロである中小企業診断士がプロジェクトに参画し、事業ごとの特性を踏まえた定量定性分析から

比較検討を実施。分割によるメリット／デメリットを整理し、経営判断の材料を可視化しました。

結論、事業部分割は時期尚早と判断。その上で、会議体や評価基準を分ける運用へと見直しました。

結果として、最小限の変更で現場のムリ・ムダ・不満が解消され、経営判断ミスを避けることが出来ました。

誤った経営判断を行わず、

本当に良かった！

専門性向上！

間接経費増大・・
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DX Case Study

課題

支援

改善

RFIDで倉庫内のタイヤ在庫を一目瞭然に

タイヤは、ブランド以外にタイヤサイズや扁平率、速度記号、ロードインデックス、製造年週など様々な情報で

分けられています。頻繁に倉庫への入出庫がされますが、いつも「どこにあるのか」「その倉庫別在庫残数は

正しいのか」に悩まされていました。

IT専門家は入出庫動線を整理し、RFIDタグとIoTゲートにより通過するだけで入出庫を自動記録する

仕組みを構築。ものづくり補助金を活用し、負担を抑えて導入しました。

在庫の所在と数量がリアルタイムで可視化され、確認作業を大幅削減。棚卸精度も向上し、

在庫管理の信頼性と業務効率が改善しました。。

開発費用の2/3が補助金で

実質1/3の支払い

倉庫内を走り回る

社員も激減
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DX Case Study

申請から承認をデジタルで一本化

経費精算や残業申請に加え、100種類以上の申請書が存在。

システム連携されているものと未連携のものが混在し、

申請・承認・管理の各プロセスで非効率と負担が発生していました。

IT専門家は全申請書を洗い出し、申請者・承認者・管理者の3視点

で「申請しやすさ」「承認しやすさ」「承認後の連携」を徹底分析。

業務フローと役割を整理し、最適なワークフロー設計を実施しました。

申請業務が統一され、重複や無駄が削減。承認スピードが向上する

とともに、承認後のデータ連携もスムーズになり、業務全体の効率と

統制が大きく改善しました。

経費 仕訳になり、社員口座に振り込みして欲しい

インシデント インシデントは収束まで経営陣にも回覧したい

物件購入 固定資産台帳と連携し償却を自動化したい

住所変更 自動で社員台帳を変えて欲しい、定期代も

申請

申請

申請

申請

課題

支援

改善



攻
め
の

D
X

守
り
の

D
X

8

攻めのＤＸ 事例一覧
売上を伸ばすＤＸ、あります。

生産ＤＸ

稼働率向上で生産性1.2倍
人と機械の見える化、ロス率低下で生産性アップ

営業ＤＸ

Google連携で訪問数増加
MAPと顧客名簿を連携し顧客接点大幅増加

動画ＤＸ

紙→動画化でPV３倍

紙資料を動画化しQRから流入増

海外ＤＸ

DXで海外販路を開拓

JAPANブランド補助金とDXを併用

新規事業ＤＸ

出店コスト１/３で実現

補助金でIT化し新規事業を展開

・・・その他、事例多数



攻
め
の

D
X

守
り
の

D
X

9

守りのＤＸ 事例一覧
利益を確保するＤＸ、あります。

セキュリティＤＸ

DX診断で脆弱性を可視化
見えなかったリスクを洗い出し、対策を優先順位付け

債権債務ＤＸ

入金・支払業務を自動化
ALL電子化＋BPOでミスと工数を大幅削減

統制ＤＸ

IT/BPRでガバナンス強化

業務プロセス見直ししリスク低減

経理ＤＸ

制度会計から管理会計

多角分析により経営判断早期化

労務ＤＸ

従業員手続大幅軽減

紙・Excel業務を廃止し新業務へ

・・・その他、事例多数



その業務課題、
DX Tokyoが支援します。

DX Tokyo Ltd.
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